












「世界史」A か B（1995 年施行）で，「日本史」A・















































　文部科学大臣の諮問機関・中央教育審議会の特別部会は 2016 年 8 月 1 日次期学習指導要領（以下，新
指導要領）に向けた審議のまとめを発表した．小中学校の新指導要領改訂は 2016 年度中に行い，2020 年














戦後の指導要領は占領下の 1947 年版（第 2 表）
が最初である．戦後の混乱期であったため，その
後，1950 年，1956 年と短期間に改訂されている．
その中で高校は人文地理 5 単位で，1951 年版は 1
年一般社会，2，3 年日本史，世界史，人文地理，
時事問題の 4 科目から 1 科目以上の選択になって
いる．筆者は 1951 年改訂の教科書で人文地理を

















































































































































































当時，地理は B の世界地誌中心の選択校が 60‌
％を超えた．
1978 年改訂では 1 年の必修は現代社会 4 単位，
地理は選択科目，系統地理と世界地誌が統合され
て1つになった．この改訂は地理にとって厳しく，
1 年必修の現代社会 4 単位，日本史，世界史，地









に分かれる．さらに 1989 年改訂（1995 年施行）
からグローバル化に対応するとして必修世界史と
















界史」，4 科目中の 1 科目選択は変化なく，同一




次の高校指導要領改訂は 2016 年度答申，17 年









界史 A・B は 138 万 2886 冊，日本史 A・B は 98
万 3408 冊，地理 A・B は 69 万 1746 冊．世界史
を 100 とすると，学年別生徒数に差はあるが，日
本史 69.7，地理 50.0 の指数となる．
また，2016 年度地歴科教科書需要数を前記と
違い，第 3 表は科目別 A と B の採用冊数に分け
てある．
世界史の総冊数を 100 として，日本史 71.2，地
理 50.0 は 2014 年と同指数．総冊数は世界史，日
本史，地理とも生徒数の減少を反映し微減してい
るが，日本史の採択率は 1.2％増加している．第
3 表では日本史だけ 4 単位の B が多い．B による
大学受験者が多いためと考えられる．地理は A
が 59.4％，B が 40.4％で 2 単位の A が多い．　
世界史に対し地理の採択率 50％をどう読み取



















生は約 39.9 万人．世界史 21.5％（うち A=0.4％，
残りは B），日本史 40.9％（同 0.6），地理 37.1％（同
0.5）．地理は理系の受験者が多いといわれている









1 番‌ 10‌ 22‌ 12
2 番‌ 16‌ 14‌ 14


















歴史（約，以下同じ）25 人，地理 10 人以下，公






私事で恐縮だが，筆者は 1960 年代初めから 90
年代にかけて千葉県高校教育研究会地理部会の会
員であった．当初の公立高校は 100 余校，私立高
校 30 校余であったと思う．各校とも 8 学級が一





第 3 表　2016 年度教科書需要数集計
科　目 需要数（冊） ％
世界史 A 924,331 67.4％
世界史 B 447,932 32.6％
世界史合計 1,372,263
日本史 A 435,664 44.6％
日本史 B 540,927 55.4％
日本史合計 976,591
地理 A 408,858 59.6％




































フィンランド‌ 66.7％‌ 52.4％‌ 14.3％
スイス‌ 61.5‌ 46.1‌ 15.4




























育」，週 5 日制の実施によって約 30％の授業時間
数が減少したことへの学校ごとの対応である．翌























































作成した．2016 年 3 月初旬，研究担当者の会を
持ち，2 つの文案の検討と送付先として上記「教
育部会」「ワーキンググループ」と地理教育関係





























































会12〉は理事長名で 2016 年 4 月 15 日に送付した．
その後，中教審高校部会資料（第 2 回，2016


























 3）‌ 木本力 : 地理教育の系統化への構想（歴史地理教











理」56-11，2011 年 11 月号．碓井氏は論文執筆当時，
奈良大学文学部教授，日本学術会議第 1 部会員．
 6）‌ 講演の事項．地理部会秋季大会，題　利根川から
手賀沼・江戸川への送水― 通水 11 年目の北千葉
導水路―，キーワード : 地域を教える，北千葉導
水路，利根川，手賀沼，江戸川，流域住民，日時　
2010 年 11 月 12 日（金），場所　千葉県立東葛飾高
等学校定時制食堂（柏市）．
 7）‌ 日本地理学会地理教育専門委員会は地理認識調査
を 2004 年度，2007 年度，2013 年度の 3 回調査．
 8）‌ 油井大三郎　日本学術会議における高校地理・歴













ると語る（田中―毎日新聞 2016 年 8 月 2 日による）．





第 2 回は 2016 年 1 月 18 日，資料最後の第 11 回が






研究会　2016 年 6 月）に授業案の構想をまとめる．
12）‌ 会員には「地理教育研究会会報」503 号，2016 年
5 月 1 日に全文掲載し送付．
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